
教科 学年

14

13

8

情報モラルを知ろう

パソコンを活用しよう

情報モラルやインターネットの
正しい知識を身に付ける。

パソコンでの基本操作を様々
なソフトを活用して知り、操作で
きるようにする。

・情報を扱う上でのルールやマ
ナーを知る。

・キーボード操作に慣れ、単語
入力などをできるようにする。

・興味をもったことや疑問に
思ったことをインターネットを活
用して調べる。
・身の回りのローマ字を読んだ
り、文章をローマ字で書いたり
することができる。

・図書資料やインターネットを活
用して、自分の課題を自分なり
に解決しようとしている。
・課題解決を目指してインター
ネットを活用して調べようとして
いる。

ぼくわたしの防災大作戦 地域の防災への取り組みやそ
れを支える人々について調べ
る活動を通して、安心・安全な
まちづくりのために地域の一員
としての自覚や愛着をもつ態度
を養う。

・体験活動や様々な資料を通し
て、区や地域の防災に対する
取り組みやそれを支える人々
の仕組みについて理解してい
る。
・区や地域の防災に対する取り
組みや人々の思いや願いを理
解している。
・活動を通して、調べたり考え
たりしたことについて、相手意
識や目的意識を明確にしなが
らまとめる方法を選択してい
る。

・江戸川区や地域の防災対策
の特徴から課題を見出す。
・課題を解決するために必要な
ことを判断し、乗法を収集する
ための方法を考えている。
・得られた情報を取捨選択した
り、比較・分類したりして、整
理・分析している。
・調べて分かったことと地域の
課題を関連させながら、適切な
方法で表現している。

・課題を解決するために、見通
しをもって積極的に探究すると
ともに、友達の考えのよさを生
かしたり認めたりしながら取り
組もうとしている。
・身近な人たちや地域の方たち
の取り組みや行動に関心をも
ち、地域の一員として意欲的に
かかわったり行動したりしようと
している。

海苔博士になろう 南葛西の伝統だった海苔づくり
を通して、先人の苦労を知り後
世に伝える意識を養う。

・南葛西が昔から大切に受け
継いできた海苔すきを知り、理
解している。

・地域の方からのりすきを教え
てもらいながら集めた情報から
課題を見出している。

・海苔すきを体験する活動を通
して、今後も地域の伝統を大切
にしていこうと考えている。

総合的な学習の時間 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



教科 学年

6

25

4

・東京都や江戸川区、地域の
防災対策について調べ、自分
たちにできることをについて考
え、課題を見出している。
・課題解決のために、集めた情
報を比較したり、相互に関連付
けたりして、実現性の高い防災
について自らの考えを明確にし
ている。
・自分たちにできる防災につい
て、考えたことや思ったことなど
を相手や目的に応じて、まと
め、表現している。

・南葛西に住む一員として、地
域の水害による被害や水害の
防災について関心をもち、自ら
の探究活動に取り組もうとして
いる。
・探究する活動を通して、友達
の考えの良さを生かしたり認め
たりしながら、協働的に課題解
決に取り組もうとしている。
・自分たちにできる防災につい
て考え、地域に広めていく活動
を通して、自分たちや周りの人
たち、地域の人たちの命を守る
ための活動に取り組めたという
実感をもち、今後も防災や地域
に関わる人たちのためにできる
ことを考えようとしている。

人にやさしく

情報モラル・プログラミング学
習

情報モラルやインターネットの
正しい知識を身に付ける。
プログラミング的思考を身に付
ける。

・情報を扱う上でのルールやマ
ナーを知る。
・簡単なプログラミングができ
る。

ユニバーサルデザインやバリ
アフリーの概念を理解し、福祉
や共生社会に関する知識を広
げ、実践しようとする態度を養
う。

・インターネットや本の活用、体
験学習を通して、興味をもった
ことを調べ、プレゼンテーション
ソフトを使ってまとめることがで
きる。

・福祉や共生社会について、考
えたことを表現する。

・調べて、わかったことを図など
の資料を示しながら、言葉の調
子や強弱、間のとり方に気をつ
けて発表しようとしている。

総合的な学習の時間 第４学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・興味をもったことや疑問に
思ったことをインターネットを活
用して調べる。
・論理的思考で、プログラミング
を作ることができる。

・図書資料やインターネットを活
用して、自分の課題を自分なり
に解決しようとしている。
・簡単なプログラミングの作成
に取り組む。

南葛西水害防災大作戦 東京都や江戸川区において想
定される水害による被害や避
難生活などについて調べる中
で、地域の特性を考慮し、水害
に対する備えや避難の仕方な
どについて探究する活動を通し
て、自分たちや周りの人たち、
地域の人たちの命を守るため
に、自分たちにできることを考
え、防災意識を高めたり水害に
対する備えをしたりしていく。ま
た、友達と協働的に課題解決
に取り組もうとする態度を養う。

・「東京防災」や「江戸川区ハ
ザードマップ」、その他の様々
な資料を通して、東京都や江
戸川区、地域の想定水害被害
について理解している。
・東京都や江戸川区や地域の
防災に対する取組みについて
調べ、自分たちの生活に合わ
せた防災についての情報を、
図書資料やタブレット端末、イ
ンタビューなどを活用して調査
している。



教科 学年

14

13

8

残そう・守ろう・伝えよう「南葛
西」

自分の住んでいる地域につい
て知り、後世に残していく価値
や取り組みを調べ、伝える。

・葛西地区における後世に残し
ていく価値がある場所について
調べ、理解することができる。

・間接的、直接的な交流を行い
ながら、葛西地区についての
理解を深める。

・葛西地区の魅力を調べ、後世
に残していこうという心をもち、
地域を大切にする心をもつこと
ができる。

調べよう・体験しよう・伝えよう
「魚沼」

ウインタースクールの事前学習
として魚沼市の自然や特産
品、スキーなどについて、詳しく
調べることで魚沼市やウイン
タースクールへの理解を深め
る。

・自分の選んだ課題について、
適切な方法で調べ、まとめるこ
とができる。

・下級生や保護者など相手を
意識して、発表方法を考え、す
すんで調べた成果を伝えること
ができる。

・他グループの発表を聞き、魚
沼市について考えることから、
自分の住む地域と比較して考
えることができる。

・自分の調べたことや友達の発
表を聞き、自分の生活に生か
すことができる。

情報モラルを知ろう
インターネットの使い方
プログラミングを体験しよう
パワーポイントでプレゼンテー

ション

・必要な情報とそうでないもの
を選び、総合的に判断すること

ができる。

・プレゼンテーションソフトによ
る発表を通して、お互いの調べ
たことを知り、自分の考えをも

つことができる。

・何がルール・マナーに反する
行為かを知り、絶対に行わな

い。

総合的な学習の時間 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



教科 学年

10

12

9

5

SDGSの概要を知った上で、自
分たちが住む南葛西でできるこ
とを考える。１７の目標の中で
自分たちができることを考えて
まとめる。

・世界の現状を踏まえ、江戸川
区のＳＤＧｓの取り組みでどんな
ことを続けていけばよいかを考
えることができる。

・江戸川区がよりよい都市にな
るようなＳＤＧｓの取り組みにつ
いて周りの人々の発表すること
ができる。

・将来を見つめる活動を通し
て、自己の生活への見通しをも
つ大切さを学ぶとともに、自分
の親や地域の人々によりよい
まちづくりについて発表すること
ができる。

・自己の考えや、他者の発表から、
未来の江戸川区をよりよくしようとす
る思いをもつことができる。

・何がルール・マナーに反する行為
かを知り、絶対に行わない。

〇情報機器を使いこなそう。
（５）

パソコンでの基本操作を様々な
ソフトを活用して知り、操作でき
るようにする。

・どうすれば自分の思考したプ
ログラミングができるのか考え
ることができる。

・友達と協力しながらプログラミ
ングした内容を考えることがで
きる。
・プログラミングソフトを活用し、
自分の作った作品を交流し合っ
ている。

・どうすれば、自分の考え通りの表
現ができるのかを考えることができ
る。

○南葛西のSDGｓを考えよう
（８）

〇情報モラルを知ろう（１）

・間接的、直接的な交流を行い
ながら、ＳＤＧｓについての理解
を深める。

・外国と江戸川区の取り組みとを比
較して、未来の社会をよりよくしよう
という心をもち、江戸川区民として
の自覚をもって行動することができ
る。

・何がルール・マナーに反する行為
かを知り、絶対に行わない。

○観光都市「日光」を伝えよう。
（１１）

○情報モラルを知ろう（１）

日光移動教室の事前学習とし
て日光の歴史や自然、観光地
について項目を絞り、詳しく調
べることで日光への理解を深め
る。

・自分の選んだ課題について、
適切な方法で調べ、まとめるこ
とができる。

・必要な情報とそうでないもの
を選び、総合的に判断すること
ができる。

・下級生や保護者など相手を意
識して、発表方法を考え、すす
んで日光の魅力を伝えることが
できる。

・プレゼンテーションソフトによる
発表を通して、お互いの調べた
ことを知り、自分の考えをもつこ
とができる。

・他グループの発表を聞き、日光の
魅力を考えることから、自分の住む
地域の魅力について考えることがで
きる。

・自分の調べたことや友達の発表を
聞き、自分の生活に生かすことがで
きる。
・何がルール・マナーに反する行為
かを知り、絶対に行わない。

○学ぼうＳＤＧｓのまち江戸川
区
（９）

○情報モラルを知ろう（１）

SDGSの概要を知り、どんな問
題があるのか知る。１７の目標
の中で気になる項目を選び、項
目について詳しく調べ、まとめ
る。

・ＳＤＧｓとは、どんな問題なの
かを理解することができる。

・江戸川区ではＳＤＧｓに関する
取り組みから、私たちの生活を
どのように変えていけばいいか
まとめることができる。

総合的な学習の時間 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


